
(57)【要約】

【課題】スラスト荷重に対する負担能力を高くして、ス

ラスト荷重が要求される部位にスラストころ軸受に代え

て使用可能としてその低回転トルクと安価な製作コスト

とを長所を活用可能にする。

【解決手段】軸方向に対向配置した円環状の二枚の第１

、第２のレース１２，１４の互いの対向面に半径方向多

列の軌道溝１２ｂ，１２ｃ，１４ｂ，１４ｃを設け、こ

れら多列軌道溝間に複数の玉１６ａ，１６ｂを配置し、

玉を各列毎に保持器１８に保持し、各列の玉を対応する

各軌道溝間に所定の接触角をもって配置した構成。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  軸 方 向 に 対 向 配 置 し た 円 環 状 の 二 枚 の レ ー ス の 互 い の 対 向 面 に 半 径 方 向 多 列 に 軌 道 溝 を
設 け 、 こ れ ら 多 列 の 軌 道 溝 間 に 、 保 持 器 に 保 持 し た 複 数 の 玉 を 接 触 角 を も っ て 配 置 し た 、
こ と を 特 徴 と す る ス ラ ス ト 玉 軸 受 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も 一 方 の レ ー ス の 軌 道 溝 を ア ン ギ ュ ラ 型 に 設 定 し た 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の ス ラ ス ト 玉 軸 受 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 の 各 種 補 機 類 、 広 く は 一 般 産 業 機 械 等 に 組 み 込 ま れ る ス ラ ス ト 玉 軸 受
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  ス ラ ス ト 軸 受 に は 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と 、 ス ラ ス ト 玉 軸 受 と が あ る 。
ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 は 、 転 動 体 が こ ろ で あ る の で ス ラ ス ト 荷 重 （ ア キ シ ア ル 荷 重 ） に 対 す る
負 担 能 力 （ ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 ） は 大 き い が 、 こ の ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 負 担 能 力
を 、 こ ろ を 複 列 に 配 置 し て さ ら に 向 上 さ せ た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 も 提 供 さ れ て い る （ 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。 し か し な が ら 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 の 場 合 は 、 上 記 の よ う に ス ラ ス ト 方 向 の 荷
重 負 担 能 力 は 高 い も の の 、 転 動 体 が こ ろ で あ る た め に 、 回 転 ト ル ク が 大 き く 、 ま た 、 高 精
度 に 製 作 し 難 く 製 作 コ ス ト が 高 く つ き 、 さ ら に 、 ラ ジ ア ル 荷 重 に 対 す る 負 担 能 力 （ ラ ジ ア
ル 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 ） が 無 い と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ス ラ ス ト 玉 軸 受 の 場 合 、 転 動 体 が 玉 で あ る か ら 、 回 転 ト ル ク が 小 さ く 、 か つ 、 高 精 度 に
製 作 し や す く て 製 作 コ ス ト も 安 価 に 済 む も の の 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と 比 較 し て ス ラ ス ト 方
向 の 荷 重 負 担 能 力 が 低 い 。 そ の た め 、 ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 が 要 求 さ れ る 部 位 へ は
使 用 し 難 く 、 か か る 部 位 に は 、 回 転 ト ル ク が 大 き く 、 製 作 コ ス ト も 高 く つ く ス ラ ス ト こ ろ
軸 受 を 使 用 せ ざ る を 得 な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ０ ６ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ り 解 決 す べ き 課 題 は 、 ス ラ ス ト 玉 軸 受 に お い て 、 ス ラ ス ト 方 向
の 荷 重 負 担 能 力 を 高 く し て 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と 比 較 し て 回 転 ト ル ク が 小 さ く か つ 低 い 回
転 ト ル ク と 製 作 コ ス ト が 安 価 に 済 む と い う 長 所 を 活 用 で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る ス ラ ス ト 玉 軸 受 は 、 軸 方 向 に 対 向 配 置 し た 円 環 状 の 二 枚 の レ ー ス の 互 い の
対 向 面 に 半 径 方 向 多 列 に 軌 道 溝 を 設 け 、 こ れ ら 多 列 の 軌 道 溝 間 に 、 保 持 器 に 保 持 し た 複 数
の 玉 を 、 接 触 角 を も っ て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 転 動 体 が こ ろ で あ る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と は 異 な っ て 玉 が 半 径 方 向 多 列
に 配 置 さ れ て も 安 価 な 製 作 コ ス ト で か つ 回 転 ト ル ク を 低 く 保 つ こ と が で き る か ら 、 ス ラ ス
ト こ ろ 軸 受 と 比 較 し て 劣 る ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 を 、 玉 の 多 列 数 の 設 定 に よ り 、 安
価 な 製 作 コ ス ト で か つ 回 転 ト ル ク を 低 く 保 っ て ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と 同 程 度 な い し は そ れ 以
上 に 増 大 さ せ る こ と が 容 易 に 可 能 に な る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ラ ス ト 方 向 の
荷 重 負 担 能 力 が 要 求 さ れ る 部 位 に お い て も ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 に 代 え て ス ラ ス ト 玉 軸 受 を 用
い る こ と が 簡 単 に 可 能 と な り 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と 比 較 し て 回 転 ト ル ク が 小 さ く か つ 低 い
回 転 ト ル ク と 製 作 コ ス ト が 安 価 に 済 む と い う 長 所 を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る よ う に な
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っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 場 合 、 少 な く と も 一 方 の レ ー ス の 軌 道 溝 を ア ン ギ ュ ラ 型 と な る よ う 上 記 接 触 角 を
正 面 組 合 わ せ 等 に 設 定 す る こ と に よ り 、 ラ ジ ア ル 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 （ ラ ジ ア ル 方 向 の 剛
性 ） を 向 上 し て ラ ジ ア ル 方 向 の 位 置 決 め 精 度 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 場 合 、 軸 方 向 二 枚 の レ ー ス に よ り 多 列 の 軌 道 溝 の 形 成 に 共 用 す る こ と が で き る の
で 、 多 列 で あ る に も か か わ ら ず 安 価 に 製 作 す る こ と が で き る 。
上 記 の 場 合 、 多 列 の 玉 を 一 枚 の 保 持 器 に 保 持 す る こ と に よ り 、 そ の 製 作 コ ス ト を よ り 低 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 場 合 、 半 径 方 向 内 外 の 軌 道 溝 に お け る 接 触 角 の 設 定 に よ り 正 面 組 合 わ せ 、 背 面 組
合 わ せ 、 並 列 組 合 わ せ と し て ス ラ ス ト 荷 重 、 ラ ジ ア ル 荷 重 の 負 担 能 力 を 設 定 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ラ ス ト 玉 軸 受 に お い て 、 ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 を 向 上 す る こ
と が で き る の で 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と 比 較 し て 低 回 転 ト ル ク と 安 価 な 製 作 コ ス ト と い う 長
所 を 活 用 し て 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 に 代 え て ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 が 要 求 さ れ る 部 位
に 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ラ ス ト 玉 軸 受 を 説 明 す る
。 図 １ は 、 実 施 の 形 態 の ス ラ ス ト 玉 軸 受 の 断 面 図 、 図 ２ は 、 図 １ の 要 部 拡 大 図 、 図 ３ は 、
ス ラ ス ト 玉 軸 受 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ で は 玉 の 図 示 は 省 略 し て い る 。 こ れ ら の 図 に お
い て 、 説 明 の 都 合 で 、 図 面 上 、 上 側 方 向 は 軸 方 向 一 方 、 下 側 方 向 は 軸 方 向 他 方 と 言 う こ と
に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ ら の 図 に 示 す ス ラ ス ト 玉 軸 受 １ ０ は 、 円 環 状 平 板 か ら な る 二 枚 の 第 １ 、 第 ２ の レ ー
ス １ ２ ， １ ４ を 備 え る 。 第 １ の レ ー ス １ ２ は 、 軸 方 向 一 方 に 位 置 し 、 第 ２ の レ ー ス １ ４ は
、 軸 方 向 他 方 に 位 置 し て 、 両 第 １ 、 第 ２ の レ ー ス １ ２ ， １ ４ は 、 半 径 方 向 に 互 い に 対 し て
平 行 で 軸 方 向 に 所 定 間 隔 を あ け て 対 向 配 置 さ れ て い る 。 第 １ の レ ー ス １ ２ は 、 第 ２ の レ ー
ス １ ４ と の 対 向 面 １ ２ ａ に 半 径 方 向 内 側 と 外 側 と の 半 径 方 向 ２ 列 に 深 溝 型 の 軌 道 溝 １ ２ ｂ
， １ ２ ｃ を 備 え て い る 。 第 ２ の レ ー ス １ ４ は 、 第 １ の レ ー ス １ ２ と の 対 向 面 １ ４ ａ に 半 径
方 向 内 側 と 外 側 と の 半 径 方 向 ２ 列 に 軌 道 溝 １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ を 備 え て い る 。 な お 、 第 ２ の レ
ー ス １ ４ の 両 軌 道 溝 １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ 間 の 肩 部 １ ４ ｄ を 仮 想 線 の ご と く お と し た 構 造 と す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 複 数 の 玉 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ は 、 両 第 １ 、 第 ２ の レ ー ス １ ２ ， １ ４ の 半 径 方 向 内 側 の 軌 道 溝
１ ２ ｂ ， １ ４ ｂ 間 と 半 径 方 向 外 側 の 軌 道 溝 １ ２ ｃ ， １ ４ ｃ 間 と に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 両 第 １ 、 第 ２ の レ ー ス １ ２ ， １ ４ 間 に 半 径 方 向 ２ 列 に 配 置 し た 玉 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ は 、 保
持 器 １ ８ に よ り 保 持 さ れ て い る 。 保 持 器 １ ８ は 、 半 径 方 向 ２ 列 で 円 周 方 向 複 数 の ポ ケ ッ ト
孔 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 備 え て い る 。 保 持 器 １ ８ は 、 一 枚 の 円 環 状 平 板 か ら 構 成 さ れ て い る 。
な お 、 実 施 の 形 態 で は 半 径 方 向 ２ 列 で あ る が 、 そ れ 以 上 の 多 列 に 構 成 す る こ と が で き る 。
図 ２ を 参 照 し て 、 以 上 の ス ラ ス ト 玉 軸 受 １ ０ に お い て は 、 玉 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ が 一 定 の 呼 び
接 触 角 α で 軌 道 全 周 に わ た っ て ア ン ギ ュ ラ コ ン タ ク ト す る よ う に 第 １ の レ ー ス の 軌 道 溝 １
２ ｂ ， １ ２ ｃ と 、 第 ２ の レ ー ス １ ４ の 軌 道 溝 １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ と を 形 成 し て い る 。 こ れ に よ
っ て 、 各 軌 道 に お い て ア ン ギ ュ ラ 型 と な っ て お り 、 ア キ シ ア ル 方 向 に も ラ ジ ア ル 方 向 に も
荷 重 負 担 能 力 を 備 え る の で 、 ラ ジ ア ル 方 向 の 荷 重 負 荷 能 力 が 要 求 さ れ る 部 位 で も ス ラ ス ト
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こ ろ 軸 受 に 代 え て 使 用 す る こ と が 可 能 と な り 、 ス ラ ス ト 玉 軸 受 の 長 所 で あ る 低 回 転 ト ル ク
と 安 価 な 製 作 コ ス ト と を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 接 触 角 α を な す
半 径 方 向 内 外 の 作 用 線 Ｌ ａ ， Ｌ ｂ は 、 互 い に 軸 方 向 一 方 に 逆 方 向 で 、 互 い の 正 面 同 士 を 対
向 さ せ る 正 面 組 み 合 わ せ （ Ｄ Ｆ ） と さ れ 、 ラ ジ ア ル 方 向 の 剛 性 が 向 上 し 、 ラ ジ ア ル 方 向 の
位 置 決 め 精 度 （ ラ ジ ア ル 方 向 の 芯 出 し 精 度 ） が 向 上 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 で は 、 玉 が 半 径 方 向 多 列 に 配 置 さ れ て い る か ら 、 玉 の 多 列 数 の
設 定 に よ り 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と 比 較 し て 劣 る ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 を 、 ス ラ ス ト
こ ろ 軸 受 と 同 程 度 な い し は そ れ 以 上 に 増 大 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 ス ラ ス ト 荷 重 が 要 求
さ れ る 部 位 に ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 に 代 え て 用 い る こ と が で き る よ う に な る 結 果 、 ス ラ ス ト 玉
軸 受 の 長 所 で あ る 低 回 転 ト ル ク と 安 価 な 製 作 コ ス ト と を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ を 参 照 し て 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ラ ス ト 玉 軸 受 を 説 明 す る 。 こ の 実 施 の
形 態 の 場 合 、 第 １ の レ ー ス １ ２ の 軌 道 溝 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ と 第 ２ の レ ー ス １ ４ の 軌 道 溝 １ ４
ｂ ， １ ４ ｃ と を 共 に 深 溝 型 と し た も の で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 上 記 実 施 の 形 態 と 同
様 に 、 玉 の 多 列 数 の 設 定 に よ り ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 負 担 能 力 を ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 と 同 程 度
あ る い は そ れ 以 上 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た
範 囲 内 で 、 種 々 な 変 更 な い し は 変 形 を 含 む も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ラ ス ト 玉 軸 受 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 要 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 保 持 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る ス ラ ス ト 玉 軸 受 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ０ 　 ス ラ ス ト 玉 軸 受
　 １ ２ 　 第 １ の レ ー ス
　 　 　 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ 　 深 溝 型 の 軌 道 溝
　 １ ４ 　 第 ２ の レ ー ス
　 　 　 １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ 　 ア ン ギ ュ ラ 型 の 軌 道 溝
　 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ 　 玉
　 １ ８ 　 保 持 器
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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